
広報

人　口
5,929人 （前月比－2）

世帯数
2,593世帯（前月比＋18）

3,081人 （前月比＋1）男
2,848人 （前月比－3）女

木曽岬町の人口と世帯数
4月1日現在 登録は簡単で、どこにいても町の

情報が確認できます。
【登録方法】
QRコードからサイト
にアクセスするか、
「t-kisosaki@sg-p.jp」に空メール
を送信してください。

木曽岬町メール配信サービス主な内容主な内容
令和6年度当初予算
指定緊急避難場所が追加
大会入賞・全国大会出場
入学式・入園式
トマッピーキッズサークル申込み受付中
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主要事業のポイント
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■第３期子ども・子育て支援事業計画策定事業 376万円
第３期子ども・子育て支援事業計画を策定（５か年計画）

■福祉医療費助成制度の現物給付拡大 1,660万円
医療費助成制度の年齢要件を18歳年度末まで拡充する

（1）すべての住民に優しい健康・福祉施策の充実

■道路整備事業 8,996万円
舗装修繕４路線・改良事業２路線

■下水道施設ストックマネジメント・耐震補強事業 2億3,400万円
下水道事業会計への操出

（3）次世代につなげる生活環境の充実

■シティプロモーション事業 699万円
サンリオとのコラボ、動画配信、わいわい市場の開催等

■自治体情報システム標準化・共通化事業 2億3,722万円
情報システムの標準準拠システムへの移行

（6）将来を見据えた行財政運営の推進

■小・中学校施設維持管理事業 521万円
小学校運動場の整地・中学校体育館トイレの一部洋式化

（2）「学びのまち・木曽岬」の推進

■防災行政無線（同報系）機器設備拡張・長寿命化事業 1,444万円
機器類の更新と機能強化（令和5年度からの6か年計画）

（5）緊急時対応への備えの充実

■排水施設整備事業 1,845万円
中央幹線排水路長寿命化

■企業誘致推進補助事業 1億9,500万円
企業誘致促進条例に基づく補助金

■ローカルスタートアップ・エコシステム事業 700万円
創業道場、ビジネスカレッジによる起業家支援

■湛水防除事業 1,998万円
近江島排水機場の更新

（4）地域産業の持続的発展支援



3 広報きそさき　2024.5.1

令和6年度 当初予算のポイント令和6年度 当初予算のポイント
3月の定例町議会において議決された令和6年度の当初予算の状況をお知らせします。

●令和６年度当初予算は、第６次総合計画に掲げる【すべての住民に優しい健康・福祉施策の充実】・【「学びのまち・
　木曽岬」の推進】・【次世代につなげる生活環境の充実】・【地域産業の持続的発展支援】・【緊急時対応への備え
　の充実】・【将来を見据えた行財政運営の推進】の６つの基本目標を柱として編成し、「やるね！木曽岬」を
　キャッチフレーズに、「小さくても明るく前向きな本町の特性を活かし、やる気のある人を応援し、もっと
　もっと住み続けたくなるまちづくり」を推進していきます。
●一般会計当初予算は36億6,500万円で、前年度比16.0％（5億500万円）の増となっています。
●会計全体７会計での予算規模は60億7,401万円で、前年度比12.1％（6億5,732万円）の増となっています。

会計別予算規模一覧

一般会計当初予算の推移

会計名
区分

一般会計

令和6年度予算額 前年度比増 減 額

特

別

会

計

企
業
会
計

※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額を記載

特別会計合計

企業会計合計

合　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

土地取得特別会計

下水道事業会計

水道事業会計

60億7,401万円 6億5,732万円

1億2,732万円

2,500万円 1.6％

17.6％

12.1％

▲7.9％

16.0％

19.8％

9.1％

0.0％─

5,400万円

3,200万円

▲6,100万円

5億500万円

8億5,141万円

▲819万円 ▲3.4％2億3,290万円

1億3,551万円 28.1％6億1,851万円

15億5,760万円

300万円

6億5,000万円

1億9,400万円

7億1,060万円

36億6,500万円

（億円）

（年度）
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32.6
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わたしたちの

　3月17日（日）に「伸びゆく木曽岬町のふれあい広場2024」が役場
前駐車場や福祉教育センターにて開催されました。
　このイベントは町の産業および文化を紹介するとともに、地域
福祉への理解と普及を図ることを目的としており、木曽岬町の特
産品であるトマト、海苔、観葉植物などの販売をはじめとした町
内の各種団体に加え、その他様々な出店もあり会場は多くの人で
賑わいました。
　また、ステージでは町内の各団体による発表や「かつみ・さゆり」
のライブで会場は大いに盛り上がりました。

202420242024
伸びゆく木曽岬町の

第34回産業文化祭  第29回福祉健康フェスタ
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想定収容
人数住 所施設・場所名NO

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

320人

はごろもフーズ㈱
木曽岬プラント

（事務所 3階）
石田鉄工㈱

300人

400人

（事務所 2階）
浅井工業㈱

390人（工場 3階）
福徳商事㈱

150人（倉庫 2、3階）
中部畳材㈱

1476人（校舎 3階、屋上）
木曽岬小学校

1759人（校舎 3階、屋上）
木曽岬中学校

335人（屋上）
鍋田川下流排水機場

287人（屋上）
鍋田川上流排水機場

（センター 2階・屋上）
木曽岬町防災センター

（ラウンジ4階）
ESR弥富木曽岬DC

256人

450人北部地区津波避難タワー

100人南部地区津波避難タワー

50人

650人（ホール・屋上）
町民ホール

大字和富7-3

大字富田子444

大字栄288

大字加路戸556

大字田代160

大字中和泉361

大字源緑輪中地先

大字西対海地251

大字加路戸12

大字源緑輪中441

大字和泉421-1

大字源緑輪中1069-3

大字新輪1-3-4

大字和富1-5

　3月18日の防災会議において、新たに新輪工業団地内の「ESR弥富
木曽岬DC」を町内14番目の「指定緊急避難場所」として指定しました。
　災害が起きた時に備え、平時から、お近くの避難先や避難経路等を確
認しておきましょう。

干拓地内に
指定緊急避難場所が追加しました
干拓地内に
指定緊急避難場所が追加しました
干拓地内に
指定緊急避難場所が追加しました

※「避難場所」と「避難所」は違います。

役場
小学校

メガソーラー

ESR弥富木曽岬DC

避難場所 災害の危険がなくなるまで必要な期間滞在さ
せる、または災害により自宅に戻れない方を一
定期間、滞在させるための施設です。

※避難所は津波で浸水した場合、避難所として利用できない。
※1・2 「町立保健センター」「すいせんの里」は福祉避難所として活用する。
※3 「三重県立いなべ総合学園高等学校」は広域避難時の避難所

災害が発生または発生する恐れがある場合、そ
の危険から逃れるために緊急的に避難する場
所です。

避 難 所

想定収容
人数住 所施 設 名NO

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

101人
（1.6㎡あたり1人）

木曽岬町農村集落多目的
共同利用施設

木曽岬町
ふるさと創生ホール

養護老人ホーム
すいせんの里※2
三重県立いなべ総合学園
高等学校※3

加路戸集会所

三重県いなべ市
員弁町御薗632番地

大字加路戸39-2

179人
（1.6㎡あたり1人）

213人
（1.6㎡あたり1人）

388人
（1.6㎡あたり1人）

154人
（1.6㎡あたり1人）

北部公民館

木曽岬こども園

大字加路戸846-2

大字見入145-2

大字和泉431-1

1071人
（1.6㎡あたり1人）木曽岬小学校 大字田代160

786人
（1.6㎡あたり1人）木曽岬町体育館 大字田代168

1293人
（1.6㎡あたり1人）木曽岬中学校 大字中和泉361

172人
（1.6㎡あたり1人）東部公民館 大字冨田子303-4

310人
（1.6㎡あたり1人）ふれあいの里 大字三崎666

256人
（1.6㎡あたり1人）町民ホール 大字西対海地251

309人
（1.6㎡あたり1人）福祉・教育センター 大字西対海地251

70人
（3.3㎡あたり1人）木曽岬町保健センター※1 大字西対海地251

50人
（3.3㎡あたり1人）

648人
（4.0㎡あたり1人）

大字和富10-8

大字西対海地47-4

4階ラウンジ
（収容人員：約50人）

全景
ESR弥富木曽岬

ディストリビューションセンター

（倉庫 3階）
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木曽岬町消防団体制木曽岬町消防団体制木曽岬町消防団体制
令和6年度

木曽岬町消防団幹部の紹介

伊藤　強氏
出口利秋氏
山口泰範氏
森　雅充氏
服部有哉氏
平野慎也氏
中村裕人氏

団　　　長

副 団 長

第２分団長

第４分団長

第５分団長

第１分団長

加藤大明氏
藤吉　翔氏
小川宗遼氏

第 １ 分 団

第 １ 分 団

第 ３ 分 団

新

第３分団長

新

新

新

新

令和6年度新入団員の紹介

以上３名

　４月１日付けで、消防団長に前
副団長の伊藤強氏が、副団長に出
口利秋氏が就任しました。
　分団では第３分団長、第４分団長、第５分団長が交替となり、新たに
３名が入団しました。
　４月７日に辞令交付式を執り行い、町長から団長へ辞令が交付された
後、団長から副団長、分団長に辞令が交付されました。
　今年度も町民の生命・財産を守るため、消防団活動に尽力していきま
す！
　木曽岬町消防団では、共に地域を守る消防団員を募集しています。
　消防団活動に関心のある方は、危機管理課までお問い合わせください。

木曽岬町消防団体制

令和６年度　消防団辞令交付式

交通安全協会から“交通安全用品”を寄贈いただきました

ランドセルカバーをつけて下校する様子【水谷会長】　【加藤町長】

ランドセルカバーと
ぬりえ

　去る3月25日（月）に桑名地区交通安全協会女性部会長の水谷峰子氏と事務局長の山本勇氏が来庁さ
れ、小学校新入学児童と木曽岬こども園新入園児に、交通安全用品（ランドセルカバーとぬりえ）をご
寄贈いただきました。
　今後も桑名地区交通安全協会と連携して、早朝の街頭指導など交通安全の啓発活動に取り組んでいき
ます。
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●危機管理課　☎68－6101



7 広報きそさき　2024.5.1

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

ト
マ
ッ
ピ
ー

キ
ッ
ズ
サ
ー
ク
ル

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

行政相談委員を紹介します

低所得世帯への臨時特別給付金について

　行政相談委員は、皆さんの相談相手として、行政サービスに関する苦情や相
談を受け付け、助言や関係行政機関に対する通知などを行っています。
　このたび木曽岬町を担当する行政相談委員として、内田義英さんが総務大臣
から委嘱されました。　
　なお、下記日程で定例相談所を開設しています。
　相談は無料で秘密は厳守しますので、お気軽にご相談ください。

●対　　象／令和5年12月1日に木曽岬町に住民登録がある以下の世帯
　　　　　　①令和5年度分住民税均等割のみ課税の世帯
　　　　　　②低所得の子育て世帯（令和5年度分住民税非課税世帯または均等割のみ課税の世帯）内
　　　　　　　で扶養されている18歳以下の子ども
　　　　　　※世帯の全員が、住民税が課されている他の親族等の扶養を受けている場合は、支給対象
　　　　　　　外です。
●支  給  額／① 100,000円／世帯　　② 50,000円／人
●提出期限／ 5月31日（金）
●申　　請／ 3月下旬に対象と思われる世帯の世帯主あてに町から書類を送付しております。送付され
　　　　　　た書類を確認のうえ、提出期限までに手続きを行ってください。なお、詳細については木
　　　　　　曽岬町のホームページをご覧ください。
　　　　　　※支給対象にもかかわらず通知等が届いていない場合は木曽岬町役場福祉課（68-6104）
　　　　　　　へお問い合わせください。

　上記の定例相談日でご都合の悪い方は、次のところで行政相談に応じていますので、ご利用ください。

5月24日（金）
7月25日（木）
8月23日（金） 令和7年1月24日（金）

令和7年3月25日（火）10月25日（金）

【定例相談日】

●時　間／午前9時～午前11時30分
●場　所／木曽岬町福祉・教育センター

〒514-0033　津市丸之内26-8　津合同庁舎3階
総務省　三重行政監視行政相談センター
行政監視行政相談課

平日 午前8時30分～午後5時15分
（注）土・日・祝日・上記以外の時間帯は留守番電話で対応します。

０５９－２２７－１１００

行政機関の仕事などについて
○苦情がある、困っていることがある
○こうしてほしい
○苦情を申し出たが、説明や措置などに納得がいかない
○苦情や困っていることなどについて、どこに相談してよいか分からない
○手続き・サービスなどの関係で制度や仕組みがわからないなど・・・

このような場合ご相談を・・・

11月25日（月）
12月25日（水）
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付
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午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

●
問
合
せ
先

　
役
場
産
業
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
５

農
業
振
興
地
域
の
農
用

地
区
域
か
ら

除
外
を
希
望
す
る
方
へ

　
高
齢
者
の
心
身
の
状
況
や
ご
家
族
の
状

況
等
の
実
態
を
把
握
し
、
介
護
予
防
や
生

活
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、
町
内
在
住
の

８５
歳
以
上
の
方
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
な
い
方
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
町
の

事
業
等
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い

て
、
実
態
把
握
調
査
（
全
戸
訪
問
）
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。（
委
託
先
：
木
曽
岬
町

社
会
福
祉
協
議
会
）

　
ま
た
、
６５
歳
以
上
か
ら
８４
歳
ま
で
の
方

で
、
ニ
ー
ズ
調
査
や
特
定
・
後
期
高
齢
者

健
診
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
っ
て
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
木
曽
岬
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
８
│
８
１
８
３

高
齢
者
実
態
把
握
調
査

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

ご自宅の無料耐震診断を受けませんか？
　近い将来、南海トラフ地震といった大地震の発生が予想されています。住宅が地震に対して
どの程度の強度があるのかを調査する『無料耐震診断』を受けませんか。

●対　　象
　○昭和56年5月31日以前に建築（着工を含む）された木造住宅
　○3階建て以下で、大臣等の特別な認定を得た工法（プレハブ工法など）による住宅でないもの
　○建物における住宅部分の面積が過半以上のもの
●申　　込
　役場 建設課へお越しいただき、申請書に必要事項を記入していただきます。
●診　　断
　診断は「三重県木造住宅耐震促進協議会」に登録された診断士が行います。

※無料診断は件数に限りがあります。検討される方は早めにご連絡ください。
※以前に無料耐震診断を行った住宅は対象外です。

●問合せ先／木曽岬町役場　建設課　☎68－6106
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ヘルスメイトによる配食弁当サービスのお知らせヘルスメイトによる配食弁当サービスのお知らせ
●日　　時／5月28日（火）
　　　　　　お弁当は正午～午後1時の間にご自宅へ
　　　　　　お届けいたします
　　　　　　＊お申込みは
　　　　　　　5月1日（水）～5月20日（月）まで
●対　　象／木曽岬町にお一人住まいの70歳以上の方
●献　　立／ちらしずし、魚のガーリックマヨ焼き、
　　　　　　切干大根とひじきの油炒め、若竹煮、
　　　　　　三色団子
　　　　　　＊都合により献立を変更する場合があり
　　　　　　　ます。
●人　　数／25名
　　　　　　先着順で受付け、定員になり次第締切り
　　　　　　ます。
●申込費用／無料
●申込方法／木曽岬町保健センター管理栄養士まで
　　　　　　（68－6119）
　　　　　　お電話もしくは窓口にてお申込みくださ
　　　　　　い。

　ヘルスメイト（木曽岬町食生活改善推進協議会）が
丹精込めてお弁当を作ります。
　皆さまのお申込み、心よりお待ちしております。

歯にやさしいおやつ作り教室のお知らせ歯にやさしいおやつ作り教室のお知らせ
●日　　時／6月21日（金）
　　　　　　①午前10時～午前10時50分
　　　　　　②午前11時～午前11時50分
　　　　　　＊2部制で行います。
●場　　所／木曽岬町保健センター
●対  象  者／木曽岬町にお住まいの未就園児とその保
　　　　　　護者
●定　　員／10組20名
●実施内容／ミニ講話「おやつの役割」と簡単な調理、
　　　　　　試食、レシピ紹介
　　　　　　＊調理したものはお持ち帰りしていただ
　　　　　　　きます。
●レ  シ  ピ／本格ギョウザと簡単ギョウザ 
　　　　　　＊卵、小麦使用

●持  ち  物／筆記用具、エプロン、三角巾、
　　　　　　ふきん（2枚）、保存容器、保冷剤
●参  加  費／1組200円
●受付期間／5月1日（水）～6月10日（月）
　　　　　　（先着順で受付け、定員になり次第締切
　　　　　　ります）
●申込方法／木曽岬町保健センター窓口もしくはお電
　　　　　　話（68－6119）まで
　　　　　　木曽岬町子育てサロンでもお申込み受付
　　　　　　けしております

※都合により中止、または内容を
　変更する場合があります。

令和7年  2月25日（火）

11月26日（火）

9月24日（火）

5月28日（火）

令和7年  2月  3日（月）
～令和7年  2月17日（月）

11月  1日（金）
～ 11月18日（月）

  9月  2日（月）
～  9月17日（火）

  5月  1日（水）
～  5月20日（月）

実 施 日 申 込 期 日

＊都合により変更になる場合があります。ご了承ください。

令和6年度配食弁当サービス予定

今回は「ギョウザ」をテーマに、本格ギョウザと簡単ギョウザのレシピをご紹介します。
また、お子様の成長に必要な栄養とおやつの役割についてのお話もします。
皆さまのご参加、心よりお待ちしております。

栄養満
点！

Let’s
 Cook

!
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ゼロカーボンの実現に向けて！ゼロカーボンの実現に向けて！
～温室効果ガス排出量の削減に繋がる身近な取組み～

　木曽岬町では、将来にわたって町民が安心して暮らすことができる環境を次世代に引き継ぐため、町民
や事業者の皆様と協働で地球温暖化対策を積極的に推進し、2050年までに二酸化炭素（以下、「CO2」
という。）排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」の実現に向けて取り組むことを令和５年３月
１日に宣言しました。
　統計データの入手できる最新年度である2020年度を現状とすると、本町では2030年までに家庭部門、
運輸部門合わせて1年あたり140tのCO2を削減していく必要があります。この値を2020年時点の世帯数、
人口で按分すると、1世帯あたり年間65kg、1人あたり年間24kgのCO2排出量を削減していく必要があ
ります。
　ご自身のご家庭やライフスタイルに合わせ、一人一人ができることから取組を選択し行動に移していく
ことで、2050年のゼロカーボン達成に向けて身近なことから取組んでみましょう。

家庭部門 ＋ 運輸部門CO2排出量と削減目標
部門別CO2排出量の現状と目標

「ゼロカーボンアクション30」を参考にした
具体的なアクション（例）

木曽岬町の世帯数（2020年度）

現状（2020年度）

目標（2030年度）

CO2削減目標（目標－現状）

1年あたりのCO2削減目標

1世帯あたり年間CO2削減目標

1人あたり年間CO2削減目標

65㎏/年

24㎏/年

木曽岬町の人口（2020年度）

2,208世帯

20.6千t

19.2千t

1.4千t

0.1千t

6,023人
2013 2020 2030

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

CO
2排
出
量（
千
t-
CO
2）

業務4.7
家庭6.4

運輸12.8

産業28.7

業務6.1
家庭7.3

運輸13.3

産業50.8

業務8.4

家庭9.7

運輸16.1

産業55.1

2030年（中期目標年度）までの年間CO2削減目標

アクション3：節電
→ 26㎏／台エアコンの使用時間を1時間短くする

アクション4：節水
→ 11㎏／世帯水の使用量を約2割削減する

アクション17：食事を食べ残さない
→ 54㎏／人家庭と外食の食品ロスをゼロ

アクション21：今持っている服を大切に着る
→ 194㎏／人衣服の購入量を1/4にする

計 285㎏／年 削減

詳しくは

左の表
を見て

ね！
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職員人事異動のお知らせ

　教育長　　　　　　　　　山北　　哲
　税務課　　　　　　　　　後藤　健斗
　総務政策課　　　　　　　宇野　稜平
　教育課　　　　　　　　　近藤　佑生　（桑名市立長島中部小学校へ）

●課長級
　会計管理者兼会計課長　　藤井　光利　（議会事務局長）
　社会福祉協議会　　　　　松本　　大　（会計管理者兼会計課長）
　議会事務局長　　　　　　多賀　達人　（産業課長）
　福祉課長　　　　　　　　黒田　和弘　（福祉健康課長）
　産業課長　　　　　　　　中山　重徳　（税務課長）
　税務課長副参事　　　　　神野　美紀恵（税務課課長補佐）
　子ども・健康課長副参事　佐藤　信恵　（福祉健康課課長補佐）
●課長補佐級以下（新職のみ）
　福祉課課長補佐　　　　　多賀　晶子　（福祉健康課課長補佐）
　危機管理課課長補佐　　　伊藤　規生　（建設課課長補佐）
　建設課課長補佐　　　　　服部　寿之　（危機管理課課長補佐）
　子ども・健康課課長補佐　渡辺　千智　（住民課主幹）
　福祉課主幹　　　　　　　横井　千恵子（福祉健康課主幹）
　福祉課係長　　　　　　　藤原　志乃　（福祉健康課係長）
　子ども・健康課係長　　　近藤　梨加　（福祉健康課係長）
　子ども・健康課主任　　　伊藤　マユミ（福祉健康課主任）
　子ども・健康課　　　　　榎木田小也雅（福祉健康課）
　子ども・健康課　　　　　橋爪　公平　（福祉健康課）
　教育課　　　　　　　　　古村　則晶　（建設課）
　住民課　　　　　　　　　龍本　佳奈　（福祉健康課）
　建設課　　　　　　　　　嶌村　正嗣　（教育課）
　税務課　　　　　　　　　中村　裕人　（総務政策課）
　福祉課　　　　　　　　　丹羽　かのん（福祉健康課）
　子ども・健康課　　　　　松尾　あゆみ（福祉健康課）

　教育課係長　　　　　　　小林　大志
　総務政策課　　　　　　　伊藤　雅菜

【退　　職】（令和6年3月31日付）

【異　　動】（令和6年4月1日付）

【新規採用】（令和6年4月1日付）

＊（　）内は前所属

新規採用職員の紹介

教育課
小林　大志

　以前、６年間木曽岬中学校で勤務をし
ていました。11年振りに木曽岬町でお
世話になることになりました。中学校に
勤務していた頃は、木曽岬町の皆さんの
温かい雰囲気の中で楽しく、充実した毎
日を過ごせたのを覚えています。
　今度は学校現場を支えていく立場とし
てお役に立てるよう努めてまいります。
よろしくお願いします。

総務政策課
伊藤　雅菜

　このたび、木曽岬町役場「総務政策課」
に勤務させていただくことになりました
「伊藤雅菜」です。
　ご迷惑をおかけすることもあるかと思
いますが、町民の皆様・木曽岬町の役に
立つ仕事ができるよう、精一杯取り組ん
でいきたいと思います。
　どうぞ、よろしくお願いします。

朝日町木曽岬町ファミリー・サポート・センター援助会員養成講座
　朝日町木曽岬町ファミリー・サポート・センタ
ーは「子育てを助けてほしい」「子育てのお手伝
いをしたい」人が会員となり、助け合いながら活
動するしくみです。一時的なお子さんの預かりや
保育園や学校、学童保育などへの送迎を行ってい
ます。
　地域の皆さんで、都合のよい時間に子育て中の
お母さん、お父さんを応援しませんか。あなたの
力がたくさんの子どもの笑顔につながります。養
成講座は、子育て・孫育てにも役立つ内容で、す
べて受講すると援助会員として登録ができます。
ぜひご参加ください。

●場　　所：木曽岬町ふるさと創生ホール
　　　　　　（桑名郡木曽岬町西対海地47-4）
●定　　員：20名
●対　　象：朝日町、木曽岬町および近隣市町にお住まいの
　　　　　　20才以上の方
●料　　金：無料　※テキスト代2600円が必要です
●申し込み：電話またはメールで下記連絡先まで
●連  絡  先：三重県子どもNPOサポートセンター
　　　　　　北勢中部地域センター
　　　　　　朝日町木曽岬町ファミリー・サポート・センター
　　　　　　〒510-8014　四日市市富田1丁目8-11
　　　　　　TEL・FAX　059-366-1938
　　　　　　メール　asahikisosakifsc@yahoo.co.jp
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大会結果報告 教育委員会
☎68-1617

問合せ先

　３月30日に春日井総合体育館において、「第2回　RAKUA　FINAL　CUP」が開催されました。
この大会では、男女それぞれ８チームの計16チームが集結し、激戦が繰り広げられました。木曽岬
ミニバスにとって今年度最後となるこの大会において、木曽岬ミニバス（女子）は、準決勝において
１ゴール（２点）差、続く決勝戦においては１点差という接戦続きで、毎試合手に汗握る展開でしたが、
最後まで諦めず必死でボールに食らいつき、シュートを狙い、見事優勝の成績を収めました！！
　今年度の６年生は、１年生から続けてきた子がほとんどで、遊びよりも何よりもバスケを優先した
６年間でした。その努力の成果が、苦しい接戦を勝ち抜く心と身体を築いてくれたと思います。最後
に有終の美を飾ることができ、本当に
素晴らしい思い出となりました。それ
ぞれ中学校に行っても、この経験を忘
れず、友達・仲間を信じ、いざという
時には渾身の力が出せるよう邁進し続
けて欲しいです。そして、後輩たちに
も、この木曽岬ミニバスの負けん気の
強さを受け継いでいって欲しいと思い
ます。

　３月２日（土）に亀山西野公園体育館（亀山市）
で開催された「亀山柔道クラブカップ」におい
て、木曽岬町スポーツ少年団柔道教室の皆さん
が下記のとおり好成績を収められました。
　みなさんの今後の更なる活躍を期待します。

（大会結果）
中学生　準優勝　山口　達也さん（和　泉）写真左
　　　　第３位　明空　弘晃さん（外平喜）写真中央
　　　　第３位　松永　夏李さん（雁ヶ地）写真右

木曽岬ミニバスケットボールクラブ（女子）木曽岬ミニバスケットボールクラブ（女子）

第１８回亀山柔道クラブカップ入賞！第１８回亀山柔道クラブカップ入賞！

優勝！！優勝！！優勝！！

※木曽岬ミニバスでは小学生の団員（男女）
　を募集しています。
　興味がある方は、お近くのミニバス部員、
　若しくは保護者へお声掛けください。
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　3月10日（日）、町民ホールにおいて「ボルトボルズ
の笑ってためになる！サイエンスショー」を開催しまし
た。これは、文化振興の一環として毎年教育委員会が実
施しているものであり、今年は子ども達の知的好奇心を
高めるため親子で楽しめるサイエンスショーを企画しま
した。振るとペットボトルに入った水の色が一瞬で変化
したり静電気でシャボン玉を自由に操るなどボルトボル
ズのテンポ良い掛け合いで次々と不思議な現象が披露さ
れると会場の子ども達は目を輝かせて楽しんでいました。
一番盛り上がったのは空気砲の実演
で、ボルトボルズの二人が舞台から
飛び出して会場内で乱れ撃ちをする
と大きな歓声があがりました。
　教育委員会では今後も町民の皆様
に楽しんでもらえるよう趣向を変え
たイベントを企画しますので楽しみ
にお待ちください。

「ボルトボルズの笑ってためになる！サイエンスショー」開催
令和５年度文化イベント
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町内軟式野球大会　結果報告町内軟式野球大会　結果報告
　４月７日（日）に体育協会と軟式野球連盟主催の「町内軟式野
球大会」が開催され、町内外から４チームが参加しました。当
日は汗ばむほどの陽気の中で熱戦が繰り広げられ、見事「朱雀」
が三連覇を達成しました。
　なお、試合結果は次のとおりです。

朱
雀

ラ
ビ
ッ
ツ

ア
ン
ジ
ェ
リ
カ

ア
ン
ジ
ェ
リ
カ

タ
フ
ボ
ー
イ
ズ

ラ
ビ
ッ
ツ

2 6 4 3 3 1
4 2

優 勝 ： 朱雀
準優勝：タフボーイズ

3位：ラビッツ

優勝した朱雀チーム優勝した朱雀チーム白熱した試合の様子
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　この度、任期満了に伴い木曽岬町スポーツ推進委員６
名に対し、新たに委嘱状を交付しました。
　スポーツ推進委員は、スポーツイベントの企画運営や
ニュースポーツの啓発・普及など町民と行政を結ぶコー
ディネーターとして、町のスポーツ振興のために取り組
んでいます。今後も変わらぬご活躍をお願い申し上げま

す。任期は令和６、７年度の２年間となります。
　なお、町ではスポーツ推進委員を募集しています。ス
ポーツが好き、スポーツボランティアに協力したい、町
民の皆さんと一緒にスポーツの楽しさを分かち合いたい、
という方は、是非、教育委員会事務局までご連絡ください。
（連絡先：木曽岬町教育委員会事務局　☎68-1617）

木曽岬町スポーツ推進委員に委嘱状交付
【３月３１日（日）鍋田川いこいパーク】

　3月31日（日）、NPO法人きそさきAZクラブとスポ
ーツ推進委員の共催による“さくらウォーク in ＫＩＳ
ＯＳＡＫＩ2024”が開催されました。
　43名の参加者は町道鍋田川線の往復約7ｋｍにおよ
ぶ桜並木のコースを各々がノルディックポールを使った
り、自分のペースでウォーキングしたりしました。
　講師のスポーツ推進委員からはノルディックポールを
使った準備運動とノルディックウォークの基礎動作と効

果についてアドバイスを受け、参加者は心地よい汗をか
きながら、また、ちらほらと咲き始めた桜を探しながら
暖かい春のひと時を過ごしていました。

“さくらウォーク ｉｎ ＫＩＳＯＳＡＫＩ 2024”開催！

【スポーツ推進委員】（敬称略）
上段左から：中谷　弘一、伊藤　達也、
　　　　　　橋本　直美、石黒しのぶ
下段左から：山﨑　　信、服部　利夫
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　4月5日（金）に世界選手権大会出場に伴う激励金の交付式が役場町長室で行われ、ロックヒル（アメリカ）で開催さ
れる“UCI（国際自転車競技連合）世界選手権大会-BMXレーシング（5/12 ～ 5/18）”に出場する梶野哲平さん（見入）
に加藤町長から激励金が授与されました。
　梶野さんは令和5年7月2日（日）に大阪・堺市大泉緑地サイクルどろんこ広場
にて開催された“第40回全日本自転車競技選手権-BMXレーシング 男子15～
16歳の部”において3位となりUCI世界選手権大会への切符を手にしました。
　春から朝明高校へと進学された梶野さんからは「良い順位の報告ができるよ
う頑張ってきます」と力強い決意表明を頂きました。
　「BMXを、もっとみんなに知ってもらいたい」と語っていただいた梶野さん、
「木曽岬町から世界へ」更なる飛躍を期待しています！

UCI世界選手権大会出場！！　梶野哲平さん（BMXレーシング）

新たな夢や希望を胸に ～小・中学校入学式～新たな夢や希望を胸に ～小・中学校入学式～

笑顔がいっぱい ～こども園入園式～笑顔がいっぱい ～こども園入園式～

　４月９日（火）に木曽岬小学校・木曽岬中学校で入学式が行われました。今年度は、小学校36名、中
学校46名の新入生が新たな夢や希望を胸に、笑顔いっぱいの様子で学校生活の第一歩を踏み出しました。

　小学校では、新入生が初々しくも満面の笑顔で式に臨む姿が
見られました。校長先生からは、入学にあたり、「元気に仲良
く過ごしましょう」、「自分に出来ることを増やしていきましょ
う」、「３つの木（気）【やる気、根気、元気】を育てましょう」
と３つの話がありました。そして、「何事も自分で考えて、失
敗してもよいので、何事にもチャレンジしていきましょう」と
エールが送られました。最後に、６年生からお祝いの言葉と、
校歌がプレゼントされ、心温まる入学式となりました。

　中学校では、制服に身を包んだ新入生が、期待に胸をふくら
ませ入学式に臨みました。中学校生活が始まるにあたり、校長
先生からは、木曽岬中学校のめざす４つ生徒の姿「自ら考え行
動する」「互いに成長する」「健康･安全を考える」「夢や目標に
向かって頑張る」について話がありました。その後、新入生代
表の生徒から、中学校生活をスタートするにあたっての抱負が
述べられました。子どもたちの引き締まった表情は、中学校生
活に寄せる大きな期待感で満ち溢れていました。

　4月10日（水）に木曽岬こども園の入園式が行われました。
今年度は、新たに26名の新入園児を迎え、園長先生からは、「た
くさんのお友だちや先生と歌を歌ったりお絵描きをしたり、滑
り台や砂場などで元気いっぱい遊んでください。」とメッセー
ジが送られました。その後、担任の先生が紹介され、子どもた
ちは新しい先生との出会いにワクワクした様子で目を輝かせて
いました。最後に５歳児（ゆり組）の子どもたちから歌のプレ
ゼントがあり、楽しい雰囲気の入園式となりました。
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　子どもたちが夢や目標の実現に向かって意欲的に取り組むことができるよう、地域全体で子どもたちを応援する
ために、令和４年５月にキックオフした『「夢に向かってがんばる木曽岬っ子」応援キャンペーン』は、今年で３年
目を迎えます。地域の皆様には、子どもたちを温かい眼差しで見守り、時には背中を押していただければ幸いです。
広報きそさきでは年間を通して、こども園、小中学校の取り組みを連載していきますのでご期待ください。

令和6年度

応援キャンペーン 　シーズン3
「夢に向かってがんばる木曽岬っ子」

木曽岬こども園　　　　　　　木曽岬こども園PTA
木曽岬小学校　　　　　　　　木曽岬小学校PTA
木曽岬中学校　　　　　　　　木曽岬中学校PTA
木曽岬町青少年育成町民会議　木曽岬町教育委員会

①わたしの夢・目標（児童・生徒）
◎サッカー選手になりたい。
◎医者になりたい。
◎看護師になりたい。
◎パティシエになりたい。
◎助産師になりたい。
◎学校の先生になりたい。
◎カフェを開きたい。

②わたしのがんばり宣言（児童・生徒）
•９時までにねます。
•６時に自分で起きます。
•毎日２時間勉強します。
•ネットやゲームの時間を決める。
•毎日本や新聞を読みます。
•毎日ランニングをします。
•ご飯の手伝いをします。

③わたしのおうえん宣言（保護者）
•夕ご飯とお風呂を早く準備するね。
•おいしい朝ごはんを作っておくね。
•勉強時間はテレビを消すね。
•一緒に本を読む時間を作るね。
•週末は図書館に一緒に行こうね。
•土曜日のサッカーを一緒にがんばろう。
•料理のレシピを教えるね。

自ら夢に向かってがんばることができる

子どもの夢や目標を応援

子ども園・学校
・学力の定着を図る授業
・家庭学習の指導

家庭・地域
・生活習慣づくり
・頑張りを認め励ます

「わたしのがんばり宣言」シートを
配布します。

学校では 
◎「できた」「わかった」「もっとやりたい」と思える
　授業を工夫します。
◎家庭学習の内容やしかたを教えます。
◎ネットとの上手なつきあい方を指導します。
◎子どものがんばりを褒め、やる気を高めます。

家庭・地域では 
〇「早寝・早起き・朝ごはん」 を心がけてください。
〇わが家のルールを決めてください。 
　（ゲーム、スマホ、パソコン、テレビなど） 
〇子どもの成長に合わせた「ふれあいの時間」を大
　切にしてください。 
〇学習環境を整えてください。

子どもの頑張りを、
大きくほめよう！

◆令和６年度の取り組みの柱
学校、保護者・地域が協働して子どもの夢や目標を応援

教育講演会を行い、子育ての悩みを解決

子どもの家庭学習、読書、ゲーム時間を年３回アンケート

ねらい
◆家庭では「生活習慣」、園・学校では「学習指導」と、互いに役割分担をしながら、
　ともに、子どもが夢に向かってがんばる意欲を高めることができるよう応援していく
　キャンペーンです。 
◆自ら夢に向かってがんばることができる子どもの育成を目指します。 
◆環境を整えることが、子どもの「学力」や「意欲」につながります。
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　４月１日（月）に役場庁舎にて着任式を行いました。この着任式は、
木曽岬町の小・中学校へ新しく赴任した教職員に、町の様子や教育に
ついて理解していただく場として毎年新年度初日に開催しているもの
です。教育委員会事務局から「木曽岬町の紹介」や「学校教育の特色
説明」などを行い、続いて赴任された教職員からは自己紹介とともに、
木曽岬町での活躍を誓う抱負を述べてもらいました。木曽岬町の教育
に新しい風を吹き込み、よりよい教育活動の実現に向けて期待が膨ら
む着任式となりました。

町の教育に新たな風を　～令和６年度 木曽岬町立小・中学校転入者着任式～

木
曽
岬
町
立
小・中
学
校

　
　
　
　
転
出・転
入
者
等
一
覧

〈
木
曽
岬
小
学
校
〉

【
転
出
】

　
教
　
　
諭 

柴
山
　
耕
輔

 

（
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立
菰
野
小
学
校
へ
）

　
教
　
　
諭 

伊
藤
　
悠
斗

 

（
三
重
県
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ら
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園
へ
）
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護
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岡
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子
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へ
）

【
転
入
】

　
教
　
　
諭 

清
水
　
麻
衣

 

（
新
規
採
用
）

　
養
護
教
諭 

梅
田
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）

　
主
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）
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司

〈
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岬
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【
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《
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聞
発
表
分
の
み》

木曽岬町「英語検定チャレンジ事業」
英語検定料を補助します！　補助額は3,000円が上限です。

●目　　的／木曽岬町では、教育委員会学校教育ビジョン実現のための施策の一つとして、次代を担うグローバル人
　　　　　　材の育成に向けて、中学生の英語力及び学習意欲の向上を図ることを目的に、公益財団法人日本英語検
　　　　　　定協会が実施する実用英語技能検定（英検）を受検する中学生に対し、予算の範囲内において英語検定
　　　　　　料の補助を実施します。
●対  象  者／木曽岬町在住の中学生
●申請手続／

●補助内容／■年間3回（6月・10月・2月）実施されるすべての検定を助成対象とし、予算の範囲内で補助します。
　　　　　　■補助する受検級は、5級以上とし、補助額の申請は、原則生徒1人につき、1年度あたり1回とします。
　　　　　　■補助額は、3,000円を上限とします。検定料が3,000円を超えない場合は、その検定料の額を補助し、
　　　　　　　3,000円を超える場合は、3,000円までの補助をします。

　　　　　　■今年度の申請期間は、令和7年1月末日までとします。
※第２回の一次試験は、9月29日（日）に木曽岬中学校または木曽岬町役場のいずれかを会場にして、中学生対象に
　実施する予定です。
●問合せ先／木曽岬町教育委員会事務局　教育課　☎0567-68-1617

英検を受検 教育委員会へ必要書類提出 教育委員会より交付決定
①検定料納付証明書（写）提出
②申請書記入

③交付決定通知書を発送
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今月の
図書館
コーナー

　桜堤防は4月は桜で華やかでしたが、新緑の5月も見応えある景色です。
緑に輝く葉桜は日差しを程よく遮り、木漏れ日や風が心地よく感じられま
す。緑色はストレスを緩和してくつろぎを生む色と言われています。人が本
来持つ自己治癒力を高めることができるそうです。また「風薫る」という言
葉がありますが、新緑の香りを表現する言葉でもあります。見ることと嗅ぐ
ことでリフレッシュの相乗効果が得られそうですね。今月は緑に関する本を
コーナーにまとめました。緑と似た漢字で縁という字がありますが、あなたにとって心が休まり
縁のある本に出会えますように。図書館へどうぞお越しください。
色彩心理学図鑑　日本文芸社　141.2シキ/季語を知る　片山由美子著・KADOKAWA　911.3カタ（参考文献）

◎開館日・時間
　火～木 …… 午前10時～午後6時
　金 ………… 正午～午後8時
　土・日・祝 … 午前9時～午後5時
◎休館日、時間外は図書館入口または役場東口入口右の
　返却ポストに返却をお願いします。

●問合せ先／木曽岬町立図書館　☎40-9010
　　　　　　HP：https://www.ik.licsre-saas.jp/kisosaki/

5月 図書館カレンダー ●休館日　★よみきかせ会
日 月 火 水

4

5 6 7 8 9

1 2

12 13

19

26

14

10

3

15

20

16

21

17

11

18

22

27 28

24

木 金 土

体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ソフトバレーボールやファミリーバドミントンなどを実施して
いますのでぜひ体育館へお越しください。
26日㈰　午後1時～午後4時

12日㈰　午前9時～午後4時　 26日㈰　午前9時～正午

化資料館文
◎開館日
　毎週日曜日
　午前9時～午後4時

教育関連施設
開館日のお知らせ

部公民館北
◎開館日
　火～日（年末年始・祝日を除く）
　午前9時～午後5時
※ただし日曜は午前9時～午後1時

メインコーナー
・緑

サブコーナー
・書

児童コーナー
・家

テ マコーナーー

23

29 3130

緑

「図書館よみきかせ会」
●場　所：えほんとよみきかせの部屋

●日　時：25日（土曜日）午前11時から

●テーマ：「家（かぞく）」

5月誕生日作家

柚 月裕 子

　12日生まれ。小説家、推理作家。シャーロックホームズなど推理小説や男性誌マンガに夢中
の幼少期だったそうです。柚月さんの魅力は、物語の中に景色がうかびあがるところ。一般的な
情景を描き、周囲にいそうな人物像が登場することで読み手の想像力を膨らませるのが巧みです。
それは結婚、子育てを経て40歳で作家としてデビューされた柚月さんの一般人としての経歴が生
きているのではないでしょうか。普通の暮らしの中にあるミステリーは、誰もが自分の暮らしに置
き換えてハラハラドキドキしながら物語の登場人物にしてくれます。当図書館でも大人気の作家
さんです。（4月からの一年間、毎月一文字の漢字シリーズでコラムを連載します）

お知らせ

25

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

ト
マ
ッ
ピ
ー

キ
ッ
ズ
サ
ー
ク
ル

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き



20広報きそさき　2024.5.1

●利用できる日／月曜日～金曜日の午前
●５月の子育てサロンのお休み
　５月10日㈮、土・日曜日および祝日

子育てサロン

トマッピーキッズサークル予定表（令和6年度）
実施場所：木曽岬こども園

日 内 容 等 備考（持ち物、その他）

21日（火）

18日（火）

5日（金）

16日（火）

20日（火）

17日（火）

5日（土）

15日（火）

19日（火）

17日（火）

21日（火）

18日（火）

はじめましての会

砂あそびをしよう

夕涼み会に参加しよう

水あそびをしよう

〃

室内及び、園庭であそぼう

運動会に参加しよう

室内及び、園庭であそぼう

〃

〃

〃

園内めぐり

水筒、着替え、帽子

水筒、着替え、帽子、タオル

16：30頃～参加

水筒、水着、タオル

〃

水筒、着替え、帽子

簡単な運動遊びで参加

水筒、着替え、帽子

〃

水筒、着替え、帽子、防寒具

〃

水筒、着替え、帽子

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

＊予定表は、変更する場合がありますので毎月、発行のお便りやメールでご確認ください。
＊必ず、大人の方と一緒に参加してください。
＊お子さんは、汚れてもいい服装で、保護者の方も動きやすい服装でおこしください。
＊親同士のおしゃべりも大事ですが、自分のお子さんから目を離さないように責任をもってみてください。
　（園内事故は一切責任を負いません）

外遊びでは５歳児のお兄さん・お姉さんが
一緒に遊んでくれる時もあります！

お外遊びも楽しいね。
園のお友だちとも触れあっています。
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Ｏ
Ｎ
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　木曽岬町子育て支援センターでは、こども園にまだ通っていない1歳以上の親子を対象に、
親子で一緒に遊ぶ場、子ども同・親同士の触れ合いの場として、トマッピーキッズサークルを
開催しています。令和6年度の受付を開始します。沢山のお友だちの参加をお待ちしています！

トマッピーキッズサークルトマッピーキッズサークル
申込み受付中！

●対　　象／満1歳児～入園前のお子様
　　　　　　（途中申込も可　１歳のお誕生日を迎えたらぜひ申込みをしてくださいね！）
●時　　間／午前９時30分～ 11時30分（日程は右記参照）
●場　　所／木曽岬こども園
●申　　込／木曽岬こども園、又は子育てサロンにてお申込みください。 
　　　　　　（申込用紙は、こども園、子育てサロン、保健センターに置いてあります。）
　　　　　　•木曽岬こども園　　　　　　☎68-5718　FAX68-5719
　　　　　　•木曽岬町子ども・健康課　　☎68-6119　FAX40-9029
　　　　　　　（子育てサロン）
※令和5年度に申込みをされていた方も、再度、令和6年度の申込みが必要です。
※ご不明な点がございましたら、子ども・健康課（☎68－6119）までお問合せください。

令和5年度
トマッピーキッズサークル

の様子

いろいろなおもちゃで
楽しんでいます。

最後は絵本の読み聞かせ、
手遊び、ふれあい遊びなどを楽しんで、
さようならのご挨拶をするよ。

プール遊び、しゃぼんだま遊びも
楽しんだよ♪
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日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
方
は
、

２０
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の

被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学

生
に
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

１
．対
象
者

　
学
生
納
付
特
例
を
受
け
よ
う
と
す

　
る
年
度
の
前
年
の
所
得
が
一
定
以

　
下（※

１
）の
学
生（※

２
）が
対
象

　
で
す
。
な
お
、
家
族
の
方
の
所
得

　
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。

（※

１
）所
得
基
準

　
　
　
（
申
請
者
本
人
の
み
）

　
１
２
８
万
円（
令
和
２
年
度
以
前

　
は
１
１
８
万
円
）+

扶
養
親
族
等

　
の
数×

３８
万
円+

社
会
保
険
料

　
控
除
等

（※

２
）学
生
と
は
、
大
学（
大
学
院
）、

　
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

　
門
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
専
修

　
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（※

３
）、

　
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校

　
（※

４
）に
在
学
す
る
方
で
夜
間
・

　
定
時
制
課
程
や
通
信
課
程
の
方
も

　
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の

　
学
生
の
方
が
対
象
で
す
。

（※

３
）各
種
学
校

　
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
に

　
在
学
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す

　
（
私
立
の
各
種
学
校
に
つ
い
て
は

　
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た

　
学
校
に
限
り
ま
す
。）

（※

４
）海
外
大
学
の
日
本
分
校

　
日
本
国
内
に
あ
る
海
外
大
学
の
日

　
本
分
校
等
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学

　
大
臣
が
個
別
に
指
定
し
た
課
程

●
必
要
な
添
付
書
類

•
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
の
コ
ピ
ー

　
ま
た
は
年
金
手
帳
（
氏
名
の
記
載

　
ペ
ー
ジ
）
の
コ
ピ
ー
等

•
学
生
等
で
あ
る
こ
と
ま
た
は
学
生

　
等
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

　
類

※

在
学
期
間
が
わ
か
る
在
学
証
明
書

　
（
原
本
）
ま
た
は
学
生
証
（
裏
面

　
に
有
効
期
限
、
学
年
、
入
学
年
月

　
日
の
記
載
が
あ
る
場
合
は
裏
面
も

　
含
む
）
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ

　
さ
い
。

●
注
意
事
項

•
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
遅
れ
る

　
と
、
申
請
日
前
に
生
じ
た
不
慮
の

　
事
故
や
病
気
に
よ
る
障
害
に
つ
い

　
て
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

　
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

•
学
生
納
付
特
例
は
、
原
則
と
し
て

　
申
請
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
４
月
か

　
ら
翌
年
３
月
ま
で
（
申
請
日
が
１

　
月
か
ら
３
月
ま
で
の
場
合
は
、
前

　
年
４
月
か
ら
３
月
ま
で
）
の
期
間

　
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
た

　
だ
し
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら

　
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間

　
（
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前

　
ま
で
の
期
間
）
に
つ
い
て
も
、
さ

　
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

•
複
数
年
度
の
申
請
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
複
数
枚
の
申
請
書
の
提
出

　
が
必
要
で
す
。

•
課
税
所
得
が
あ
る
方
で
あ
っ
て
学

　
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
際
に
は

　
通
常
、
前
年
（
ま
た
は
前
々
年
）

　
所
得
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す

　
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
請

　
者
ご
本
人
の
前
年
（
ま
た
は
前
々

　
年
）
の
所
得
に
つ
い
て
の
税
の
申

　
告
（
確
定
申
告
や
年
末
調
整
）
が

　
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
役
場

　
の
税
務
担
当
窓
口
に
て
町
民
税
の

　
申
告
を
行
っ
た
う
え
で
、
申
請
書

　
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
四
日
市
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
３
│
５
５
１
５

　
　
役
場　
住
民
課

　
　
☎
６
８
│
６
１
０
３

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め

な
が
ら
、
河
川
愛
護
の
普
及
啓
発
を

行
い
、
愛
さ
れ
る
川
づ
く
り
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
モ
ニ
タ
ー
期
間

　
７
月
１
日
〜
令
和
７
年
６
月
３０
日

●
活
動
内
容

　
日
常
生
活
の
範
囲
内
に
お
い
て
知

　
り
得
た
河
川
に
関
す
る
状
況
や
情

　
報
に
つ
い
て
、
木
曽
川
下
流
河
川

　
事
務
所
（
担
当
出
張
所
）
へ
報
告

　
す
る
。

●
活
動
範
囲

　
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
管
内
の

　
木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
で
活

　
動
が
で
き
る
範
囲
（
目
安
と
し
て

　
５
㎞
）

●
募
集
人
数

　
２
名（
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
）

●
手　
　
当

　
未
定
（
令
和
５
年
度
実
績
：
月
額

　
４
，
５
８
０
円
）

●
応
募
資
格

　
活
動
範
囲
の
近
隣
に
お
住
ま
い
で
、

　
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
河
川
愛

　
護
に
関
心
の
あ
る
２０
歳
以
上
の
方
。

●
応
募
方
法

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
し
て
い
る
募
集
要
項
を
お
読
み
の

　
う
え
、
応
募
用
紙
を
郵
送
、Ｆ
Ａ

　
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
ご
応

　
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

　
５
月
２４
日（
金
）
必
着

●
応
募
方
法
等
詳
細
問
合
せ
先

　
国
土
交
通
省　
中
部
地
方
整
備
局

　
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所

　
占
用
調
整
課　

　
〒
５１１
│
０００２　
桑
名
市
大
字
福
島
４６５

　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
７
１
８

　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
５
７
２
５

　
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

　

http

ｓ://w
w
w
.cbr.m

lit.go.

　

jp/kisokaryu/kasenaigo/

「
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
」

　
木
曽
岬
町
内
に
存
在
す
る
空
き
家
、

空
き
地
の
有
効
活
用
や
定
住
促
進
を

目
的
と
し
て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
」
に
て

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
空
き
家
、
空
き
地
（
住
宅

を
建
て
ら
れ
る
土
地
に
限
る
）
を
お

持
ち
の
方
や
購
入
や
賃
貸
を
検
討
し

て
い
る
方
は
ぜ
ひ
同
バ
ン
ク
へ
ご
登

録
く
だ
さ
い
。

「
移
住
促
進
空
き
家
改
修
支
援
事
業

費
補
助
金
」

　
町
内
の
空
き
家
を
改
修
し
、
町
外

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

国
民
年
金
保
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の
学
生
納

付
特
例
制
度

空
き
家
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き
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用

を
支
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し
ま
す
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令和7年1月

10月17日

11月21日

12月19日

1月16日

2月20日

5月16日

6月20日

7月18日

8月15日

3月18日

5月

6月

11月

12月

7月

8月

9月

10月

2月

3月9月19日

か
ら
木
曽
岬
町
へ
居
住
す
る
方
へ
空

き
家
改
修
費
用
の
２
／
３
、
最
大
２

０
０
万
円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
耐
震
要
件
や
移
住
後

１０
年
間
木
曽
岬
町
へ
居
住
す
る
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

「
特
定
空
家
等
ま
た
は
不
良
住
宅
除

却
補
助
金
」

　
町
内
の
不
良
住
宅
等
の
除
却
を
行

う
場
合
、
そ
の
費
用
の
２
／
３
、
最

大
３０
万
円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
町
民
税
の
未
納
が
無

い
こ
と
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

●
詳
し
く
は
役
場
建
設
課
へ
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
建
設
課　
☎
６
８
│
６
１
０
６

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
車
検
証
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
割
賦
販
売

な
ど
で
売
主
が
所
有
権
を
留
保
し
て

い
る
場
合
は
、
買
主
を
所
有
者
と
み

な
し
ま
す
。

　
納
期
限
の
５
月
３１
日（
金
）ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。県
税
事
務
所
窓
口
、

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

の
ほ
か
、
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト

に
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
で
納

付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
三
重
県
桑
名
県
税
事
務
所

　
　
納
税
課

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
３
６
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
６
１
２

　
　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
３
６
９
１

　
「
働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
・・・
」「
働

き
た
い
け
ど
、
自
信
が
持
て
ず
一
歩

が
踏
み
出
せ
な
い
・・・
」
な
ど
、

働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
１５

歳
〜
４９
歳
ま
で
の
方
の
就
労
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
８０
・
５０
問
題
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
に
、
３０
代
４０
代
の
引

き
こ
も
り
か
ら
の
脱
却
、
そ
の
先
の

就
職
支
援
も
重
要
課
題
で
あ
り
、
当

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
対
応
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
毎
月
原
則
第
３
木
曜
日
午
前
９
時

３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分
、
木
曽
岬
町

福
祉
・
教
育
セ
ン
タ
ー
和
室
で
出
張

相
談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
事
前
予
約
制

　
☎
０
５
９
│
３
５
９
│
７
２
８
０

●
相
談
予
定
日
（
第
３
木
曜
日
）

　
福
祉
・
保
育
の
仕
事
を
お
探
し
の

方
を
対
象
に
、
合
同
就
職
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日　
　
時

　
６
月
９
日（
日
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
３０
分

●
開　
　
場

　
メ
ッ
セ
ウ
イ
ン
グ
・
み
え

　
（
津
市
北
河
路
町
１９
│
１
）

●
参
加
法
人

　
８０
法
人
（
予
定
）

●
対　
　
象

　
福
祉
・
保
育
の
職
場
に
就
職
希
望
、

　
ま
た
は
関
心
の
あ
る
学
生
・
一
般

　
の
方

　
　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

　
　
　
Ｈ
Ｐ　

http://jinzai.
m
iew
el-1.com

　
子
育
て
、
年
金
、
介
護
、
労
働
、

金
融
、法
律
な
ど
の
相
談
に
弁
護
士
・

社
会
保
険
労
務
士
等
が
親
切
に
お
応

え
し
ま
す
。

●
日　
　
時

　
６
月
８
日（
土
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
場　
　
所

　
桑
名
市
総
合
福
祉
会
館
内

　
会
議
室

●
申　
　
込

　
下
記
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５

　
９
４
│
８
７
│
７
１
７
０
）
ま
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
事
前
予
約
制
で
す
が
、
当
日
空
い

　
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　
当
日
で
も
電
話
に
て
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

●
連  

絡  

先

　
暮
ら
し
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
桑

　
員

　
桑
員
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

　
☎
０
５
９
４
│
８
７
│
７
１
６
９

　
連
合
三
重
桑
員
地
域
協
議
会

　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
２
４
２
２

　
（
協
力
団
体
：
桑
名
市
社
会
福
祉

　
協
議
会
）

北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

暮
ら
し
何
で
も
相
談
会
開
催

（
無
料
）（
秘
密
厳
守
）

５
月
は
自
動
車
税
種
別
割
の

納
期
で
す

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
ｉｎ
み
え

問

申・問

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
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ダ
ー
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町内3月の交通事故

●件数／11件（44件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／0人（3人）
（　　）…令和6年累計

ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

5月は、消費者月間
悪徳商法の被害に遭わないために

　悪徳商法は、一人暮らしや高齢者のみの世帯の増加、スマートフォンの普及など社会状況の変化とと
もに、種類と手口が複雑化・巧妙化し、生活のさまざまな場面で深刻な被害が発生しています。
　ほんの少しの油断や断りにくい心理につけ込み、商品やサービスを売りつけたり金銭や財産を奪い取
ろうとしてきます。
　また、皆さんの関心が高いテーマに便乗してお金をだまし取るものや、家屋の点検や修理を口実に必
要のない工事をして高額な料金を請求するもの、身に覚えのない商品を一方的に送りつけて購入させる
ものなどがあります。
　ほかにも、外国為替証拠金取引いわゆるFXや仮想通貨での資産運用などの名目で多額の出資金をだ
まし取る手口もあります。

5月は、自転車月間
自転車利用者の交通ルール遵守及びマナーの向上

　令和5年４月1日から、全ての自転車利用者に対して乗車用ヘルメット着用の努力義務が課されてい
ます。

【具体的な事例】
　悪質業者が住宅の無料点検を装って家庭を訪問し、「床下の配管から水が漏れている」などと噓を
言って不安をあおり、必要のない工事で高額な料金を請求するもの、いわゆる「点検商法」があります。
　「保険金を使って自己負担なく修理できる」と勧誘されたが、実際には保険が下りないなどの案件
もあり、注意が必要です。
　見知らぬ業者が、住宅点検のために訪問してきても、安易に点検を受けないようにしましょう。

　ほかにも、代金引換サービスなどを利用して、注文していない商品を一方的に送付して購入させる
「送り付け商法」があります。
　こちらは、法律が改正され、一方的に送付された商品は、直ちに処分することも可能になりましたが、
まずは、「注文していない商品については、受け取らないこと」「お金を払わないこと」を心がけまし
ょう。

　次に、誰もが抱える不安や悩みにつけこんで、高額な祈祷を契約させたり、開運グッズを購入させ
たりする「霊感商法」があります。
　新しく法律が施行されたことにより、不安をあおられながら勧誘を受けるなど、冷静に判断できな
い状態で締結した契約は、消費者契約法・被害者救済法などにより後から取り消すことが出来る場合
があります。
　
　桑名警察署管内においても、「「不要品・貴金属の買取」「屋根の点検・修理」等と突然業者が訪問
してきた」といった訪問購入（いわゆる押し買い）や訪問販売（点検商法）をはじめとした、悪徳商
法関係の相談が増加しています。
　突然の業者訪問に対しては、インターホン越しで対応するなど家の中に入れないようにし、きっぱ
り断るようにしてください。

桑名警察署　　0594－24－0110
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主 な 行 事 備 考場 所 時 間

月カレンダー5

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

●町のホームページ
　https://www.town.kisosaki.lg.jp/

福 祉 課 68－6104
住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

子ども・健康課（保健センター）68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課

産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

※健康カレンダーと変更されている行事があります。ご注意ください。
　なお、下記の行事も、状況によっては変更となる場合もあります。

※ごみ減量にご協力をお願いします。
　（資源ごみ、廃品回収をご利用く
　ださい。）
※生ごみなど水分の多いものは、水
　切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別し
　て専用のごみ袋に入れてください。

Ａ 地 区
新加路戸・上加路戸・中加路戸・
大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・なぎ
さ台

対象地区

資源ごみ

Ｂ 地 区

可燃ごみ
毎週月・木曜日

  2日・  6日・  9日・13日・16日
20日・23日・27日・30日

毎週火・金曜日
  3日・  7日・10日・14日・17日
21日・24日・28日・31日

不燃ごみ 毎月第１・第３水曜日
1日・15日

粗大ごみ 毎月第２水曜日
8日

毎月第４水曜日
22日

毎月第４日曜日
26日

プラスチック製
容器包装

毎週水曜日
1日・8日・15日・22日・29日

家庭ごみ収集におけるお願い 　木曽岬町では、ごみの分別、収集日の確
認に便利なごみ分別アプリ「さんあ～る」
を配信しています。是非ご利用ください。
QRコードからアプリをダウンロードして、
お住いの地区を設定してください。

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

iOS Android

1 ㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター集会室 午後1時30分～午後3時

28㊋•オレンジカフェ 福祉・教育センター会議室2 午後1時30分～午後3時

22㊌•いす・たいそう教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

24㊎•行政相談・人権相談・心配ごと相談 福祉・教育センター 午前9時～午前11時30分

30㊍•カウンセリング 保健センター 午後1時～午後3時15分 要予約☎68-6119

9 ㊍•すくすくひろば•カウンセリング
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前10時～午前10時30分
午後1時～午後3時15分

26日•日曜役場 役場　住民課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

13㊊•音楽療法（子育てサロン） 福祉・教育センター集会室 午前10時30分～午前11時30分

7 ㊋•もぐもぐ教室 保健センター 午前9時45分～午前10時

16㊍•歯っぴい指導室 保健センター 午後1時30分～午後2時30分

21㊋•トマッピーキッズサークル 木曽岬こども園 午前9時30分～午前11時30分

15㊌•転倒予防教室•言語訓練
福祉・教育センター集会室
保健センター 要予約☎68-6119

午後1時30分～午後3時
午後1時30分～午後3時

17㊎•すこやか相談•育児相談
保健センター
保健センター

要予約☎68-6119
要予約☎68-6119

午後1時30分～午後2時30分
午後2時30分～午後3時30分

8 ㊌
•献血 伊勢湾岸クリニック

保健センター
男女とも体重50㎏以上
男17歳以上64歳まで
女18歳以上64歳まで

午後1時30分～午後2時30分
午後3時15分～午後4時30分

5月の納付
●軽自動車税（5/31納期限） ……………… 全期分
●介護保険料（5/31納期限） …………… 第１期分
●水道料金・下水道使用料（5/31納期限）  … Ｂ地区
●こども園保育料（5/31納期限） ………… ５月分
●学校給食費（5/15納期限） ……………… ５月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！
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春
う
ら
ら

　

桜
の
下
で
食
事
に
舌
鼓

春
う
ら
ら

　

桜
の
下
で
食
事
に
舌
鼓

　
３
月
３１
日（
日
）、
鍋
田
川
い
こ
い
パ
ー
ク
を
会
場
に

毎
年
恒
例
の
「
木
曽
岬
町
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
多
く
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、
エ
ア
ー
遊
具
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
体
験
な

ど
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
、

多
く
の
来
場
者
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
桜
の
開
花
の
時
期
は
少
し
遅
れ
ま

し
た
が
、
会
場
内
の
皆
さ
ん
は
笑

顔
で
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
、今
年
も「
さ
く
ら
ま
つ
り
」

の
開
催
を
待
ち
望
ん
で
い
た
様

子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


